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７月１日（水）１５：００～１６：００　第６回　検数労連２０夏季一時金交渉


再三に亘り追求するも、両協会の修正に向けた姿勢は変わらず・・・。


現到達をもって機関手続きに入る旨を表明。




















【全日検　有額回答】（最終）


１．支給額


（１）職員：算式（本給＋役付）×乗率＋一律＋α


　　　職員平均（218,986円）×1.446＋67,291円＋α


　　　　　　　　　　　　　　　全国一人平均383,945円＋α


　①　一　律　＝ 1年以上　５年未満　全国一律　62,000円


　　　　　　　　　　　　　10年未満　　　；　　64,500円


　　　　　　　　　　　　　15年未満　　　；　　67,000円


　　　　　　　　　　　　　20年未満　　　；  　69,500円


                     　   25年未満  　　；　　77,500円


                     　   25年以上　　　；　　82,500円


　②　α　　　＝　調整加算　　α　＝特別評価　　5,000円


（２）勤続一年未満の職員　　本給×1.8ヵ月


（３）その他身分


　①　見習職員　　　　　　　　　　　　全国一律　75,000円


　②　準職員　　　　　　　半年未満　　　　；　　25,000円


　　　　　　　　　　　　　１年未満　　　　；　　55,000円


　　　　　　　　　　　　　５年未満　　　　；　　75,000円


　　　　　　　　　　　　１０年未満　　　　；　 105,000円


                        １０年以上　　　　；　 115,000円


　②　契約雇員　　　　　　　　　　　　　　；　 125,000円


　　　　　


２．支給日　　　２０２０年７月１０日（金）


　　　　　　　　ただし、5銀行営業日前日までの妥結意思表示を条件とする。





３．


（１）支給日当日の在籍者に対し、2020年6月1日現在の身分


　　　給与により計算し支給する。


（２）支給計算期間　2019年11月1日～2020年4月30日


（３）その他取扱いは、従来どおりとする。


以上








　　　　　　　　　 　   






































































































































【日検協会有額回答】（最終）


１．支給額


（１）職員・雇員


（本給＋家族手当）×乗率＋都市手当＋α


（197,465円＋9,948円）×2.0ヵ月＋40,267円＋α





全国平均　455,093円＋α


（２）試用期間中の職員


｛（本給＋家族手当）×2.0ヵ月＋都市手当＋α｝×0.8


　　　　　　　　　　　　　　　　×在籍日数／１８０日





２．支給日　　　２０２０年７月１０日（金）





３．支給対象者２０２０年７月１０日現在、在籍の職員、雇員





４．計算期間　2019年12月1日より2020年5月31日


までとする。





５．その他の取扱いは、従来通りとする。


以上












































～第６回２０夏季一時金交渉～





　７月１日（水）第６回検数労連２０夏季一時金交渉で、組合は両協会に対し、前回の交渉と同様に修正回答を提示するよう求め交渉を行いましたが、両協会ともに前回の交渉同様、コロナ禍の中で精一杯出した金額でありこれ以上の修正は困難であるとの回答に終始しました。





【組合主張】


　組合は両協会から『修正回答は困難』との回答を受け、休憩を挟み検討した結果、これ以上の修正を引き出すことは困難と判断し、次の主張をしたうえで機関討議に入る旨


を表明しました。

























































































【両協会に対し】


　修正回答および諸要求の前進回答が示されず不満である。


　両協会の『α部分』が本交渉で提示されなかったことに強く不満を残す結果となった。


　一時金は生活安定に向けた賃金であり、収益変動での乱高下は生活の不安定に直結することから許されない。


　収益動向は地域が抱える構造的要因によるものが大きく、これによる一時金格差は組合員にとってなじまないものである。


　一時金の支部間格差を早期に解消させ、従業員のモチベーションを安定的に保ち続けることが収益につながることになる。


　コロナ禍の厳しい情勢ではあるが、従業員の定着や人材確保、育成をはかるためにも検数の魅力を労使で高めていかなければならない。そのためにも、一時金は重要な位置付けにあることを強調しておく。





【全日検に対して】


　差別的要素を含んでいる『特別評価』については反対である。


　一律部分の６段階の回答、準職員・契約雇員の低額回答、全国的な格差については今後も是正を求める。





【日検協会に対して】


　乗率２ヶ月維持、都市加算が要求に沿った回答であり一定評価できる。


　支部間格差の拡大は今後も是正を求める。


　一律については回答算式に入っておらず今後も是正を求める。












































次回交渉：　第7回　２０夏季一時金交渉　7月6日（月）10時～








　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


